
（別記） 

令和４（２０２２）年度岐阜市農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

 

岐阜市では、市街化区域を含む都市近郊型の農業が営まれており、水田には、水稲をはじめ生

産調整による麦、大豆、蜜源れんげ、飼料作物、野菜等の作物が作付けられている。水田面積は

約 3,000ha、水田を保有している農家戸数は約 8,000 戸、農業労働力においては、農業者の高齢

化や農業後継者の減少が懸念され、新たな担い手の育成が急務となっている。 

今後は、農地の集積や団地化等による作業効率の向上、収益性の向上を図ることで、稲作の生

産構造を改善するとともに、“売れる米づくり”の生産体制を確立することが重要な課題となっ

ている。その一方で、主食用米の需要量低下に伴い、需給バランスと価格の安定、水田維持、食

料自給率向上等の観点から、非主食用米への転換・拡大が必須となっており、米粉用米・新市場

開拓用米・加工用米・備蓄米の需要に応じた生産と、それを超える部分については、飼料用米の

生産へと誘導していくことが課題となっている。 

また、水田を活用した大豆・麦等の畑作物については、地域の中心となる担い手により集団栽

培を行っているが、今後はより一層、栽培技術の向上を推し進め、消費者・需要者ニーズに応じ

た生産を行うことも緊急の課題となっている。 

 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 

市内約 3,000ha の水田について、適地適作を基本として、産地交付金を有効に活用しながら、

作物生産の維持・拡大を図ることとする。 

 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 

＜現状・課題＞ 

スケールメリットの働く水田では農地集積を進めてはいるが、労働力を要する果樹などの畑地

では集積が遅れており、農地の利用状況の可視化や労働力を確保していく必要がある。 

 

＜取組方針＞ 

水田利用率を高め、不作付地の発生防止・解消をするため、複数の作物の組合せによる二毛作

などにより、水田の高度利用を促進する必要がある。一方、平坦地において加工業務用野菜等の

作付けで畑地でもスケールメリットの見込みがあり畑地化の本作化を進めようとする取組を支援

する。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

農地の集積や団地化等による作業効率の向上、収益性の向上を図ることで、稲作の生産構    

造を改善するとともに、米穀の需給調整を見据えた“売れる米づくり”の生産体制の推進を図

る。 



 

（２）備蓄米 

主食用米と同じ機械・施設で取組めるため、一定程度の作付を確保し、国の備蓄米運営に寄

与する。 

 

（３）非主食用米 

 

  ア．飼料用米、米粉用米 
産地交付金を活用して農業の所得増加及び低コスト化を図るため、乗用管理機による追肥や

防除作業の実施、ＧＰＳによる経路誘導、施肥量制御による高精度作業、ＩＣＴの活用、共同

（協定）防除の実施、フレコン又はバラ形態による出荷、側条施肥栽培技術の導入、農薬の苗

箱播種同時処理や田植同時処理の実施等の取り組みを推進する。 

 

  ウ 新市場開拓用米 

ＪＡ集荷等による需要者への安定供給と事前契約等による安定取引の推進に取組むととも

に、低コスト栽培技術の普及を図る。 

 

  エ WCS 用稲 

 茎葉多収型の専用品種や、資材費の削減が期待できる技術の導入による、生産性向上や低コ

スト栽培の推進を図る。 

 

  オ 加工用米 

 ＪＡ集荷等による需要者への安定供給と事前契約等による安定取引の推進に取組む。また、

レトルト米飯、冷凍米飯等の用途に応じた品種の生産を推進するとともに、低コスト栽培技術

の普及を図る。 

 

 

（４）麦、大豆、飼料作物 

現行の水田において、産地交付金を活用して農地の集積を図るとともに、食料自給率及び生

産性向上や生産体制の強化に資する取り組みを推進する。また、飼料作物については自給力向

上の為、豊富な堆肥を利用した循環型農業等、耕畜連携を推進する。 

 

（５）地力増進作物 

有機栽培又は高収益作物の転換に向けた土づくりを目的とし、地力増進作物を活用した土  

壌改良の取組に支援。「地力れんげ」「えん麦」を地力推進作物として位置付ける。 

 

（６）高収益作物 

市街地の農地における園芸振興対策として、「枝豆」、「里芋」、「イチゴ」、「アスパラ

ガス」、「ブロッコリー」を地域振興作物として位置付け、作付の拡大を図る。 

 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

1406.23 1400.73 1400.73

19.41 19.41 19.41

108.96 109 109

0.44 0.5 0.5

0.23 0.3 0.4

0.69 0.69 0.69

80.45 80.5 80.5

157.37 5.42 157.37 5.42 157.37 5.42

71.9 50.95 71.9 50.95 71.9 50.95

32.03 32.03 32.03

・子実用とうもろこし 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 20 50

358.5 0.18 358.5 0.18 358.5 0.18

・野菜 271.71 0.18 271.71 0.18 271.71 0.18

・花き・花木 12.79 12.79 12.79

・果樹 74 74 74

・その他の高収益作物 0 0 0

0 0 0

0 0 0

麦

作物等

前年度作付面積等
当年度の

作付予定面積等
令和５年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

1

枝豆
里芋
イチゴ

アスパラガス
ブロッコリー
（基幹作）

地域振興作物栽培助成
地域振興作物
作付面積

（2021年度）
枝豆:3,037a
里芋:270a
イチゴ:598a
アスパラガス:85a
ブロッコリー:724a
合計:4,714a

（2023年度）
枝豆:3,100a
里芋:300a
イチゴ:620a
アスパラガス:100a
ブロッコリー:800a
合計:4,920a

2
麦・大豆

（基幹作、二毛作）
麦・大豆への集積助成

麦・大豆
集積作付面積

（2021年度）
麦：15,202a
大豆：6,955a

（2023年度）
麦：15,590a
大豆：7,100a

3
イタリアンライグラス

テフグラス
（基幹作）

飼料作物集積栽培助成
50a以上の集積
作付面積

（2021年度）
2,428a

（2023年度）
2,430a

飼料用米・
米粉用米・加工用米・
新市場開拓用米作付面
積

（2021年度）
飼料用米:10,896a
米粉用米:44a
加工用米:8,045a
新市場開拓用米:23a
合計:19,008a

（2023年度）
飼料用:10,900a
米粉用米:50a
加工用米:8,050a
新市場開拓用米:40a
合計：19,040a

飼料用米・加工用米生
産費

（2021年度）
61,939円/10a

（2023年度）
61,500円/10a

5
飼料用米
（基幹作）

飼料用米（基幹作）生
産ほ場の稲わら利用

飼料用米のわら利用(耕
畜連携)取組面積

（2021年度）
3,218a

（2023年度）
2,740a

6
イタリアンライグラス
（基幹作、二毛作）

飼料作物の資源循環
(耕畜連携)助成

飼料作物の資源循環(耕
畜連携)取組面積

（2021年度）
1,805a

（2023年度）
1,930a

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

整理
番号

対象作物 使途名 目標

4

飼料用米
米粉用米
加工用米

新市場開拓用米
（基幹作）

飼料用米・米粉用米・
加工用米・新市場開拓
用米栽培助成



７　産地交付金の活用方法の概要
都道府県名：岐阜県

協議会名：岐阜市農業再生協議会

1 地域振興作物栽培助成 1 10,880 枝豆・里芋・イチゴ・アスパラガス・ブロッコリー 作付面積に応じて支援

2 麦・大豆への集積助成 1 20,000 麦、大豆

2 麦・大豆への集積助成（二毛作） 2 15,000 麦、大豆

3 飼料作物集積栽培助成 1 10,000 イタリアンライグラス、テフグラス 作付面積50a以上

4 飼料用米・米粉用米・加工用米・新市場開拓用米栽培助成 1 12,000 飼料用米・米粉用米・加工用米・新市場開拓用米 低コスト化に資する取組を行った作付面積に応じて支援

5 飼料用米（基幹作）生産ほ場の稲わら利用 3 11,000 飼料用米 作付面積に応じて支援（わら利用）

6 飼料作物の資源循環助成（耕畜連携） 3 11,000 イタリアンライグラス

6 飼料作物の資源循環助成（耕畜連携）（二毛作） 4 11,000 イタリアンライグラス

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してく
ださい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。

麦栽培面積500a以上、大豆栽培面積100a以上

作付面積に応じて支援（堆肥散布）

新様式（公表用）


